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中
国
研
究
集
刊
陽
号
（
総
3
4
号
）
平
成
十
五
年
十
二
月
六
八
ー
七
八
頁

か

い

と

く

ど

う

か

い

せ

ん

し

か

ん

『
懐
徳
堂
会
餞
詩
巻
』
訳
注

ー
中
井
履
軒
京
都
行
の
送
別
詩

か
い
と
く
ど
う
か
い
せ
ん
し
か
ん

懐
徳
堂
文
庫
に
『
懐
徳
堂
会
餞
詩
巻
』
と
題
す
る
軸
物
が
残
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
井
履
軒
と
中
村
両
峰
の
京
都
行
の
送
別

の
詩
を
集
め
た
巻
物
で
あ
る
。
明
和
三
年
(
-
七
六
六
）
十
一
月
、

履
軒
（
当
時
三
十
四
歳
）
は
中
納
言
高
辻
胤
長
に
、
中
井
竹
山
の

門
人
で
履
軒
の
後
妻
（
一
七
七
九
年
に
再
婚
）
の
兄
で
あ
る
中
村

両
峰
（
当
時
二
十
六
歳
）
は
白
木
屋
に
そ
れ
ぞ
れ
招
か
れ
た
。
本

詩
巻
は
、
そ
の
送
別
の
宴
で
の
詩
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
巻

末
に
、
竹
山
の
跛
文
が
附
さ
れ
て
い
る
。

冒
頭
は
、
装
丁
前
の
破
損
が
あ
る
が
「
懐
徳
書
院
宴
集
」
と
推

測
で
き
る
。
作
者
は
、
収
録
順
に
、
三
宅
正
誼
（
春
楼
）
、
早
野
緋

之
（
士
誉
）
、
荒
木
喬
（
李
硲
）
、
三
宅
光
同
（
西
海
）
、
古
林
相

如
（
椀
惹
）
、
加
藤
景
範
（
竹
里
）
、
原
存
之
、
竹
島
素
房
、
金
崎

元
氷
、
中
井
竹
山
の
十
人
。
韻
を
分
け
て
作
っ
た
詩
が
自
筆
で
し

た
た
め
ら
れ
て
い
る
。
早
野
緋
之
（
士
が
首
贈
っ
て
い
る

以
外
は
、
各
自
、
一
首
ず
つ
（
た
だ
し
、
相
如
の
詩
は
竹
山
に
よ

る
代
作
。
『
莫
陰
集
（
詩
集
）
』
巻
二
参
照
）
。
他
、
跛
文
に
よ
る

と
、
約
束
し
て
い
て
欠
席
し
た
人
が
数
人
い
た
と
い
う
。
「
蘭
亭
集

序
」
に
倣
っ
て
、
跛
文
で
は
、
参
加
者
を
紹
介
し
て
い
る
。

内
容
は
、
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
も
、
二
人
の
出
世
を
祝
う
も

の
が
多
い
。
例
え
ば
、
早
野
朔
之
は
「
双
龍
不
留
一
、
同
入
九
重

雲
（
二
匹
の
龍
は
一
匹
も
留
め
ず
、
共
に
九
重
の
雲
（
天
子
の
居

所
）
へ
と
去
っ
て
行
く
）
」
、
加
藤
景
範
は
「
英
豪
欲
振
皇
京
学
、

莫
道
区
々
東
野
鳴
（
英
傑
が
都
の
学
問
を
振
る
わ
さ
ん
と
し
て
い

る
、
せ
せ
こ
ま
し
く
田
舎
で
鳴
い
て
い
る
と
言
う
な
か
れ
）
」
と
表

現
し
て
い
る
。
ま
た
、
竹
山
は
「
寄
語
洛
陽
才
子
撃
、
誰
知
愴
父

多
声
価
（
京
都
の
オ
子
た
ち
に
も
の
申
す
、
誰
が
田
舎
者
の
値
う

ち
を
わ
か
っ
て
く
れ
よ
う
と
）
」
と
詠
う
。
京
都
へ
の
劣
等
感
と
懐

徳
堂
の
自
負
と
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

湯

城

吉

信
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結
果
、
履
軒
は
一
で
帰
阪
し
た
。
京
都
で
の
年
を
題
材
に

ら
く
ぜ
い
け
い
の
う

『
洛
洒
築
嚢
』
と
い
う
詩
集
を
残
し
て
い
る
。
内
容
は
、
京
都
で

の
孤
独
と
大
阪
へ
の
恋
慕
と
を
詠
う
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

早
野
緋
之
（
士
誉
）
に
贈
る
詩
が
五
首
あ
り
、
二
人
の
親
密
な
関

係
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
他
、
竹
山
の
『
莫
陰
集
（
詩
集
）
』
に
は
、
履
軒
京
都
行
に

関
す
る
詩
が
多
数
あ
る
。
そ
の
中
、
送
別
の
詩
「
孤
雁
歌
送
処

叔
弟
之
京
」
は
、
履
軒
京
都
行
に
対
す
る
竹
山
の
意
識
が
、
よ
り

は
っ
き
り
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

か
い
と
く
ど
う
か
い
せ
ん
し
か
ん

以
下
、
『
懐
徳
堂
会
餞
詩
巻
』
全
文
に
「
孤
雁
歌
送
処
叔
弟
之

京
」
を
付
録
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
文
と
訳
注
を
載
せ
る
。

か
い
と
く
ど
う
か
い
せ
ん
し
か
ん

『
懐
徳
堂
会
餞
詩
巻
』

＊
署
名
は
原
文
で
は
詩
末
に
あ
る
が
、
詩
題
の
次
に
移
し
た
。

ロ
ロ
ロ
ロ
（
懐
徳
書
院
）
宴
集
送
処
叔
君
葬
之
京

飛

字

正

誼

ゅ

（
懐
徳
書
院
に
宴
集
し
、
処
叔
•
君
葬
の
京
に
之
く
を
送
る
。

同
じ
く
賦
し
て
飛
字
を
得
。
）

同
賦
得

＊
君
葬
は
中
村
君
葬
。
履
軒
の
後
妻
の
兄
。
竹
山
著
『
莫
陰
集
（
文
集
）
』

巻
九
に
「
中
村
君
夷
墓
誌
銘
」
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
君
葬
は
、

元
文
五
年
(
-
七
四
O
)
に
生
ま
れ
、
天
明
二
年
(
-
七
八
二
）
に

亡
く
な
っ
た
。
京
都
行
当
時
二
十
六
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
号
の

両
峯
は
、
出
身
地
の
平
野
郷
か
ら
見
え
る
二
上
山
に
因
む
。

＊
正
誼
は
三
宅
氏
。
三
代
目
懐
徳
堂
学
主
。
生
没
年
一
七
一

八
二
（
当
時
五
十
四
歳
）
。

（
訳
）
あ
る
夜
、
旧
友
が
大
阪
を
去
り
、
百
里
を
小
舟
で
都
に
着

く
。
山
は
都
を
包
み
込
ん
で
寒
々
と
す
る
。
明
日
の
朝
は
雪
が

舞
う
の
を
詠
む
の
だ
ろ
う
。

＊
早
野
氏
。

一
人
、
三
首
の
詩
を
詠
む
。
『
洛
訥
槃
嚢
』
に
も
琲
之
あ
て

同
賦
得
君
字

饒
之

華
城
一
夜
故
人
違

百
里
扁
舟
即
帝
畿

山
擁
平
安
寒
色
甚

明
朝
応
詠
雪
花
飛

二
首
）

華

城

一

夜

故

人

違

り
っ

百

里

扁

舟

帝

畿

に

即

＜

い

だ

は

な

は

だ

山

平

安

を

擁

き

て

寒

色

甚

し

明
朝
応
に
雪
花
の
飛
ぶ
を
詠
む
べ
し

首
（
同
じ
く
賦
し
て
君
字
を
得

s
一七
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双
龍
不
留
一

同
入
九
重
雲

此
夜
江
南
酒

触
船
偏
勧
君

の
詩
が
五
首
（
三
首
は
連
作
）
見
え
る
。
荒
木
喬
の
注
参
照
。
生
没

年
一
七
四
六

S
一
七
九

O
（
当
時
二
十
歳
）
。

哀
鴻
落
木
に
配
ぶ

登
に
別
時
に
聞
く
に
忍
び
ん
や

さ
か
も
り

一
夕
高
堂
に
燕
し

距
ぞ
二
君
を
送
る
を
図
ら
ん

（
訳
）
悲
し
げ
に
鳴
く
雁
が
冬
枯
れ
の
木
に
並
ぶ
。
ど
う
し
て
別

れ
の
時
に
聞
く
に
耐
え
ら
れ
よ
う
か
。
あ
る
タ
ベ
、
屋
敷
で
宴

を
開
き
、
ど
う
し
て
二
君
を
送
る
こ
と
を
予
想
し
得
よ
う
。

哀
鴻
兼
落
木

登
忍
別
時
聞

一
夕
高
堂
燕

距
図
送
二
君

双
龍
一
も
留
め
ず

同
じ
く
九
重
の
雲
に
入
る

此
の
夜
江
南
の
酒

航
船
偏
え
に
君
に
勧
む

（
訳
）
二
匹
の
龍
は
一
匹
も
留
め
ず
、
共
に
九
重
の
（
天
子
の

居
所
）
へ
と
去
っ
て
行
く
。
今
夜
江
南
（
大
阪
）
の
酒
を
、
大

き
な
杯
で
ひ
た
す
ら
君
に
勧
め
る
。

（注）

＊
双
見
：
文
字
通
り
に
は
つ
が
い
の
鴨
。
た
だ
し
、
後
漢

同
得
庚
韻
（
同
じ
く
庚
韻
を
得
）

＊
荒
木
氏
。
後
、
李
硲
と
号
す
。
池
田
の
人
。
『
莫
陰
集
（
文
集
）
』
巻

七
「
与
紀
世
馨
」
(
-
七
七
三
）
に
「
吾
詩
社
中
巨
撃
」
と
評
す
。
『
莫

陰
集
（
詩
集
）
』
巻
四
「
与
伯
遷
士
誉
訪
寿
王
、
混
沌
社
中
諸
君
在
座
、

分
韻
同
賦
得
七
虞
」
に
よ
る
と
、
安
永
二
年
(
-
七
七
三
）
、
荒
木
喬

（
伯
遷
）
は
士
誉
（
既
出
の
早
野
緋
之
）
と
と
も
に
混
沌
社
（
当
時

大
阪
で
有
名
な
詩
社
）
を
訪
れ
て
い
る
。
二
人
は
懐
徳
堂
を
代
表
す

る
詩
人
で
あ
っ
た
か
。
生
没
年
一
七
三
六

S
一八

0
七
（
当
時
三
十

歳
）
。
『
池
田
人
物
誌
』
下
（
吉
田
鋭
雄
他
編
、
太
陽
日
報
社
、
大
正

八
年
）
に
詳
し
い
伝
記
が
あ
る
。

残
歳
風
流
少

高
堂
喜
旧
盟

窮
耀
皆
好
事

縦
飲
半
離
情

維
水
双
見
去

華
洲
一
雁
鳴

誰
憐
分
袂
後

氷
雪
臥
柴
荊

残
歳
風
流
少
な
く

高
堂
旧
盟
を
喜
ぶ

職
び
を
窮
む
る
は
皆
な
好
事

縦
に
飲
み
離
れ
の
情
を
半
ば
に
せ
ん

維

水

釈

知

去

り

華

洲

一

雁

鳴

く

誰
か
憐
ま
ん
袂
を
分
か
つ
後

氷
雪
柴
荊
に
臥
す
る
を

喬

(70) 



光
同

の
王
喬
の
故
事
よ
り
地
方
官
の
代
名
詞
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る

（
『
後
漢
書
』
「
王
喬
伝
」
）
。

（
訳
）
今
年
も
残
り
少
な
く
楽
し
み
も
あ
ま
り
な
か
っ
た
が
、
（
今

日
）
お
屋
敷
で
旧
交
を
温
め
る
（
幸
せ
に
恵
ま
れ
た
）
。
歓
び
を

尽
く
す
こ
と
は
結
構
な
こ
と
だ
。
心
ゆ
く
ま
で
飲
ん
で
別
れ
の

情
を
半
減
さ
せ
よ
う
。
京
都
へ
つ
が
い
の
鴨
が
去
り
、
大
阪
で

一
羽
の
雁
が
鳴
く
。
誰
が
憐
れ
も
う
、
袂
を
分
か
っ
た
後
、

の
中
、
柴
（
あ
ば
ら
屋
）
で
臥
す
こ
と
を
。

同
賦
得
楓
字
（
同
じ
く
賦
し
て
楓
字
を
得
）

＊
三
宅
氏
。
春
楼
の
子
。

凋
落
階
前
楓

哀
鳴
天
上
鴻

此
時
澱
江
南

癖
々
別
両
雄

一
為
東
閣
賓

孤
剣
辞
桂
叢

播
紳
望
陶
舘

凋
落
す
階
前
の
楓

哀
鳴
す
天
上
の
鴻

此
の
時
澱
江
の
南

癖
々
と
し
て
両
雄
と
別
る

一
は
東
閣
の
賓
と
為
り

孤
剣
桂
叢
を
辞
す

摺
紳
陶
鎗
を
望
み

徳
業
終
恢
洪

一
慕
碩
人
軸

渓
山
鎮
耽
射

都
下
定
傾
倒

辞
藻
益
寵
提

此
別
何
須
嘆

風
流
原
不
空

春
花
分
秋
月

預
期
飛
詩
筒

（注）

徳
業
終
に
恢
洪
た
ら
ん

一
は
碩
人
の
軸
た
る
を
慕
い

渓
山
に
射
を
鎮
耽
す

都
下
定
め
て
傾
倒
し

ろ
う
し
ょ
う

辞

藻

益

々

寵

提

た

ら

ん

す
ぺ
か
ら

此
の
別
れ
何
ぞ
須
＜
嘆
く
べ
け
ん

も
と

風

流

原

空

し

か

ら

ず

春
花
や
秋
月
や

預
期
し
て
詩
筒
を
飛
ば
さ
ん

＊
東
閣
：
・
「
東
閣
を
開
く
」

で
賢
人
を
招
く
こ
と

（
訳
）
階
の
前
の
楓
は
凋
み
落
ち
、
天
上
の
鴻
は
悲
し
く
鳴
く
。

こ
の
時
、
淀
川
の
南
で
寂
し
く
両
雄
と
別
れ
る
。
一
人
は
賢
人

と
し
て
抜
擢
さ
れ
、
孤
剣
が
桂
の
草
む
ら
を
辞
す
。
貴
人
は
教

化
に
浴
し
、
徳
が
広
ま
る
だ
ろ
う
。
一
人
は
偉
人
の
中
軸
と
な

ろ
う
と
し
、
山
水
に
身
を
沈
め
る
。
都
の
う
ち
は
き
っ
と
心
を

寄
せ
、
文
オ
は
益
々
盛
ん
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
別
れ
は
ど
う

し
て
嘆
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
風
流
は
も
と
も
と
空
し
く
な
い
。

春
の
花
に
秋
の
月
。
時
期
を
図
っ
て
詩
を
や
り
と
り
し
よ
う
。

(71) 



乗
燭
蘭
堂
酒
若
油

壮
懐
何
用
問
離
愁

公
門
将
下
周
徐
椙

倦
悼
先
浮
李
郭
舟

同
賦
得
愁
字
（
同
じ
く
賦
し
て
愁
字
を
得
）

＊
古
林
氏
。
『
莫
陰
集
（
文
集
）
』
巻
十
に
「
椀
症
先
生
猥
誌
」
が
あ
る
。

古
林
家
は
名
医
と
し
て
知
ら
れ
た
（
中
野
操
『
大
阪
名
医
伝
』
思
文

閣
、
一
九
八
三
年
参
照
）
。

た
だ
し
、
こ
の
詩
は
竹
山
の
代
筆
ら
し
い
。
『
莫
陰
集
（
詩
集
）
』

巻
二
に
、
本
集
末
尾
の
竹
山
の
詩
の
後
に
「
同
前
、
代
人
得
愁
字
」

と
題
し
て
こ
の
詩
が
あ
る
。

と

ご

と

燭
を
蘭
堂
に
乗
り
酒
は
油
の
若
し

も

っ

わ

か

壮
懐
何
を
用
て
離
れ
の
愁
い
を
問
わ
ん

公
門
将
に
周
徐
の
捐
を
下
さ
ん
と
す
る
に

倦
悼
先
ず
李
郭
の
舟
を
浮
か
ぶ

（
校
勘
）
『
莫
陰
集
（
詩
集
）
』
巻
二
で
は
、
「
壮
懐
」
を
「
高
懐
」

に
、
「
用
問
」
を
「
問
別
」
に
、
「
周
徐
」
を
「
周
除
」
に
作
る
。

（
注
）
＊
周
徐
：
・
周
除
の
誤
り
。
周
り
の
庭
、
階
段
の
下
。
『
文

選
』
「
月
賦
」
に
見
え
る
。
除
に
庭
、
階
段
の
意
が
あ
る
。
＊
李

郭
舟
：
・
後
漢
の
李
贋
と
郭
太
が
舟
を
共
に
し
た
こ
と
（
『
後
漢

書
』
「
郭
太
伝
」
）
。
友
人
相
親
し
む
喩
え
。
「
郭
太
伝
」
で
は
二

人
が
舟
を
共
に
し
た
こ
と
に
つ
い
て
「
衆
人
が
そ
れ
を
見
て
神

相
如

（注）

＊
柳
：
・
古
代
中
国
で
は
、
別
離
の
際
に
、
柳
の
枝
を
折
っ

仙
だ
と
思
っ
た
（
衆
賓
望
之
、
以
為
神
仙
焉
）
と
あ
る
。
「
倦

悼
（
倦
は
仙
に
同
じ
）
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
文
句
に
基
づ
く
の

で
あ
ろ
う
。

（
訳
）
美
し
き
お
宅
に
燭
を
と
も
し
、
酒
は
つ
や
つ
や
輝
く
。
盛

ん
な
志
に
は
離
別
の
愁
い
な
ど
問
う
必
要
が
な
い
。
公
家
様
の

家
で
床
に
つ
く
前
に
、
ま
ず
は
、
仙
人
の
悼
を
挿
し
、
李
郭
の

舟
を
浮
か
べ
る
（
親
友
が
舟
を
共
に
す
る
）
。

＊
加
藤
氏
。
通
称
小
川
屋
喜
三
郎
。
薬
屋
。
歌
人
。
『
莫
陰
集
（
文
集
）
』

巻
十
一
に
「
竹
里
翁
碑
陰
」
が
あ
る
。
生
没
年
七
九

六
（
当
時
四
十
六
歳
）
。

孤
蓬
寒
月
発
江
城

枯
柳
無
由
寄
別
情

英
豪
欲
振
皇
京
学

莫
道
区
々
東
野
鳴

同
賦
得
鳴
字
（
同
じ
く
賦
し
て
鳴
字
を
得
）

七
二

O
¥

孤

蓬

寒

月

江

城

を

発

し

枯
柳
別
れ
の
情
を
寄
す
に
由
無
し

英
豪
皇
京
の
学
を
振
る
わ
ん
と
欲
す

な

区
々
と
し
て
東
野
に
鳴
く
と
道
う
莫
か
れ

景
範
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（
訳
）
根
無
し
草
（
艘
の
舟
）
が
寒
月
の
下
、
水
都
を
発
す
。

冬
枯
れ
の
柳
に
は
別
れ
の
情
を
寄
せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
英

傑
が
都
の
学
を
振
る
わ
ん
と
し
て
い
る
。
せ
せ
こ
ま
し
く
田
舎

で
嗚
い
て
い
る
と
言
う
な
か
れ
。

同
賦
得
情
字
（
同
じ
く
賦
し
て
情
字
を
得
）

＊
原
氏
。
事
跡
未
詳
。

（注）

益

管

し

終

夜

飲

む

登
に
別
離
の
情
に
耐
え
ん
や

な

此
の
タ
ベ
酔
う
を
辞
す
る
休
か
れ

明
朝
は
百
里
の
程
な
れ
ば

＊
壷
智
：
・
集
ま
る
こ
と

蓋
替
終
夜
飲

登
耐
別
離
情

此
夕
休
辞
酔

明
朝
百
里
程

て
は
な
む
け
に
し
た
。

（
『
易
経
』
「
豫
卦
」
「
九
四
」
）
。

（
訳
）
集
い
て
終
夜
飲
み
明
か
す
。
ど
う
し
て
別
離
の
情
に
耐
え

ら
れ
よ
う
か
。
こ
の
タ
ベ
、
酔
う
を
辞
さ
な
い
で
下
さ
い
。
明

朝
は
百
里
の
旅
に
出
る
の
だ
か
ら
。

存
之

（
注
）
＊
栞
尊
：
・
栞
は
琴
。
琴
と
酒
樽
と
で
、
文
士
の
別
れ
の
宴

の
こ
と
。

（
訳
）
大
川
の
ほ
と
り
に
、
北
風
が
吹
き
す
さ
ぶ
。
こ
の
タ
ベ
、

琴
と
樽
と
で
別
離
を
惜
し
む
。
遥
か
に
知
る
、
澄
ん
だ
月
の
下
、

一
艘
の
舟
の
中
で
、
雁
が
数
声
、
新
し
い
詩
を
詠
ん
で
い
る
の
を
。

同
得
寒
字
（
同
じ
く
寒
字
を
得
）

＊
金
崎
氏
。
医
者
。
夫
婦
で
中
井
蕉
園
と
吉
野
に
花
見
に
行
っ
て
い
る

北
風
癖
颯
大
江
淵

今
夕
栞
尊
惜
別
離

遥
識
孤
舟
清
夜
月

数
声
鴻
雁
喚
新
詩

＊
竹
島
氏
。
事
跡
未
詳
。

冗
永

同
賦
得
詩
字
（
同
じ
く
賦
し
て
詩
字
を
得
）

北

風

癖

颯

た

り

大

江

の

滑

今
夕
栞
尊
も
て
別
離
を
惜
し
む

遥
か
に
識
る
孤
舟
清
夜
の
月

ょ

数

声

鴻

雁

新

詩

を

喚

ぶ

を
素
房
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書
堂
餞
飲
憐
良
夜

剪
燭
吟
詩
飛
玉
坪

お

書

堂

餞

飲

良

夜

を

憐

し

む

燭
を
剪
り
詩
を
吟
じ
玉
坪
を
飛
ば
す

霜
飛
月
白
北
風
寒

詞
客
伝
杯
坐
夜
蘭

美
酒
千
鐘
須
尽
酔

猶
余
高
館
一
宵
歓

同
じ

り
ゅ
う
へ
き
の
う

（
蕉
園
『
聯
碧
嚢
』
参
照
）
。
没
年
は
お
そ
ら
く
一
八
0
0
年
ま
た

は
一
八
0
一
年
（
『
興
陰
集
（
詩
集
）
』
巻
八
に
「
哭
金
崎
子
貞
」
詩

が
あ
る
。
同
詩
は
一
八
0
0年
ま
た
は
一
八
0
一
年
の
作
）
。

霜
飛
り
月
白
く
し
て
北
風
寒
し

詞

客

杯

を

伝

え

坐

ろ

夜

闊

す
ぺ
か
ら

美
酒
千
鐘
須
＜
酔
い
を
尽
く
す
べ
し

猶

お

余

り

あ

り

高

館

一

宵

の

歓

（
訳
）
霜
が
降
り
、
月
は
白
く
、
北
風
は
寒
い
。
詩
客
が
杯
を
交
わ

し
て
い
る
う
ち
、
夜
は
そ
ぞ
ろ
更
け
る
。
美
酒
は
十
分
だ
、
酔
っ

ぱ
ら
お
う
。
そ
れ
で
も
お
屋
敷
の
こ
の
一
夜
の
歓
び
は
余
り
あ
る

（
＊
酒
の
量
よ
り
思
い
が
勝
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
）
。

ま
ね

激
諸
友
会
餞
同
賦
得
夜
字
（
諸
友
を
遂
き
会
餞
し

＜

賦

し

て

夜

字

を

得

）

積

善

＊
中
井
氏
。
履
軒
の
兄
。
懐
徳
堂
預
り
人
（
校
務
の
責
任
者
）
。

（
校
勘
）
『
莫
陰
集
（
詩
集
）
』
巻
で
は
「
吟
詩
」

に
、
「
玉
坪
」
を
「
餞
罪
」
に
作
る
。
「
餞
」
「
坪
」

を
「
吟
詠
」

と
も
に
杯
゜

（
訳
）
懐
徳
堂
で
別
れ
の
宴
を
開
き
、
月
夜
を
惜
し
む
。
燭
を
剪
り
、

詩
を
吟
じ
、
玉
の
杯
を
交
わ
し
合
う
。
京
都
の
オ
子
た
ち
に
も

の
申
す
。
誰
が
田
舎
者
が
値
打
ち
高
き
こ
と
を
知
ろ
う
か
、
と
。

＊
以
下
、
竹
山
の
跛
。

鰤
豚
娯
楽
、
挽
仰
陳
迩
、
是
王
右
軍
所
以
興
懐
。
今
也
、
吾
君
葬

与
弟
処
叔
北
遊
京
師
、
諸
子
文
酒
叙
別
倦
々
乎
把
袂
之
頃
者
、
宜

突
。
況
予
同
胞
和
楽
且
播
者
乎
。
分
字
賦
詩
、
要
在
写
一
時
之
情
、

不
必
争
工
於
字
句
之
間
。
随
成
随
録
、
不
追
序
歯
輯
為
小
巻
以
贈

二
子
。
乃
傲
蘭
亭
之
文
、
列
叙
其
姓
字
以
伝
後
之
覧
者
突
。

腸
豚
娯
楽
す
る
も
、
挽
仰
に
陳
迩
と
な
る
は
、
是
れ
王
右
軍
の
懐

い
を
興
す
所
以
な
り
。
今
、
吾
が
君
非
と
弟
処
叔
と
北
の
か
た
京

け
ん
け
ん
こ

師
に
遊
ぶ
に
、
諸
子
文
酒
も
て
別
れ
を
叙
べ
倦
々
乎
と
し
て

寄
語
洛
陽
才

誰
知
愴
父
多
声
価

丙
戌
仲
冬

語

を

寄

す

洛

陽

才

子

の

誰
か
知
ら
ん
愴
父
声
価
多
き
を
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た

も

と

と

し

ば

ら

く

む

ペ

袂
を
把
る
こ
と
の
頃
す
る
は
、
宜
な
り
。
況
ん
や
、
予
同
胞
た

た
の
し

り
て
和
楽
し
且
つ
播
む
者
を
や
。
字
を
分
か
ち
詩
を
賦
す
、
要
は

一
時
の
情
を
写
す
に
在
り
、
必
ず
し
も
工
を
字
句
の
間
に
争
わ
ず
。

随
い
成
れ
ば
随
い
録
し
、
歯
を
序
し
て
輯
め
て
小
巻
と
為
し
以
て

い

と

ま

な

ら

二
子
に
贈
る
に
退
あ
ら
ず
。
乃
ち
蘭
亭
の
文
に
傲
い
、
其
の
姓
字

を
列
叙
し
以
て
後
の
覧
る
者
に
伝
え
ん
。

（
注
）
＊
王
右
軍
・
：
書
家
で
有
名
な
晋
の
王
義
之
の
こ
と
。
王
義

之
が
名
士
と
蘭
亭
で
曲
水
の
宴
を
催
し
た
時
、
作
っ
た
詩
集
の

序
を
「
蘭
亭
集
序
」
と
言
う
。
履
軒
は
こ
の
文
章
か
ら
字
句
を

拾
い
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。
以
下
の
傍
線
部
を
参
照
。

雖
無
糸
竹
管
絃
之
盛
、
一
~
鵬
一
~
瞑
、
亦
足
以
暢
叙
幽
情
。
·
:

足
以
極
視
聴
之
糾
。
信
可
架
也
。
・
・
・
向
之
所
欣
‘
側
叫
ヅ
面
四
‘

以
為
闊
謝
。
不
能
不
以
之
卿
刺
．
o

．．． 
故
列
刻
時
人
、
録
其
所

述
。
・
・
・
後
之
覧
者
、
亦
将
有
感
於
斯
文
。

＊
和
楽
：
・
『
詩
経
』
「
小
雅
」
「
常
棟
」
に
「
兄
弟
既
翁
、
和

楽
且
湛
」
と
あ
る
。

（
訳
）
曲
水
の
宴
を
楽
し
ん
で
も
、
す
ぐ
に
過
去
の
も
の
と
な
る
。

そ
れ
が
王
毅
之
が
感
懐
を
催
し
（
「
蘭
亭
集
序
」
を
書
い
）
た
理

由
で
あ
る
。
今
、
我
ら
が
君
葬
と
弟
の
処
叔
と
が
京
都
に
遊
学

す
る
に
際
し
、
諸
子
が
、
文
と
酒
と
で
別
れ
を
叙
し
、
努
め
て

引
き
留
め
よ
う
と
す
る
の
は
も
っ
と
も
な
こ
と
だ
。
ま
し
て
、

私
の
よ
う
に
、
同
じ
腹
か
ら
生
ま
れ
、
仲
良
く
育
っ
て
き
た
者

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
韻
を
分
け
合
っ
て
詩
を
賦
す
の
は
、
大

事
な
の
は
そ
の
時
の
情
を
表
現
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
言
い
回

し
が
う
ま
い
か
ど
う
か
争
わ
な
く
て
も
よ
い
。
で
き
た
順
番
に

記
録
し
た
も
の
で
、
年
齢
順
に
並
べ
て
巻
物
と
し
二
人
に
贈
る

に
は
余
裕
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
「
蘭
亭
集
序
」
に
倣
い
、
そ

の
姓
名
を
列
挙
し
て
、
後
世
に
見
る
人
に
伝
え
る
。

正
誼
、
字
子
和
、
号
春
楼
、
三
宅
氏
。
朔
之
、
字
士
誉
、
号
淡
水
、

早
氏
。
喬
、
字
伯
遷
、
号
松
山
、
荒
木
氏
。
光
同
、
字
子
淵
、
号

西
海
。
相
如
、
字
正
民
、
号
椀
i

奄
、
古
林
氏
。
景
範
、
字
子
常
、

号
竹
里
、
加
藤
氏
。
存
之
、
字
子
希
、
号
蓮
峰
、
原
氏
。
素
房
、

字
子
絢
、
号
商
山
、
竹
島
氏
。
元
氷
‘
字
子
貞
、
号
松
宇
、
金
崎
氏
。

相
如
、
字
は
正
民
、

正
誼
、
字
は
子
和
、
号
は
春
楼
、
三
宅
氏
。

琲
之
、
字
は
士
誉
、
号
は
淡
水
、
早
氏
。

喬
、
字
は
伯
遷
、
号
は
松
山
、
荒
木
氏
。

＊
松
山
は
正
し
く
は
商
山
。

光
同
、
字
は
子
淵
、
号
は
西
海
。

＊
三
宅
氏
。
上
記
春
楼
の
子
。

号
は
椀
惹
、
古
林
氏
。
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景
範
、

存
之
、

素
房
、

元
永
、

字
は
子
常
、

字
は
子
希
、

字
は
子
絢
、

字
は
子
貞
、

（
訳
）
略
。

号
は
竹
里
、
加
藤
氏
。

号
は
蓮
峰
、
原
氏
。

号
は
商
山
、
竹
島
氏
。

＊
商
山
は
松
山
の
間
違
い
（
（
考
察
）
参
照
）
。

号
は
松
宇
、
金
崎
氏
。

（
考
察
）
以
上
、
荒
木
喬
の
号
に
松
山
と
い
、
竹
島
素
房
の
号

に
商
山
と
言
う
が
、
正
し
く
は
入
れ
替
え
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ

る
。
『
莫
陰
集
（
文
集
）
』
巻
七
「
与
紀
世
馨
」
に
「
荒
木
伯
遷

名
喬
、
以
商
山
自
号
者
」
と
あ
り
、
荒
木
喬
の
号
は
商
山
だ
と

確
認
で
き
る
（
他
、
『
懐
徳
堂
考
』
上
六

0
頁
、
下
四
五
頁
、
『
池

田
人
物
誌
』
下
）
。
『
莫
陰
集
（
文
集
）
』
巻
四
「
懐
徳
書
院
会

餞
詩
序
」
で
は
、
両
者
と
も
商
山
と
書
き
、
荒
木
喬
の
商
山
を

見
せ
消
ち
し
松
山
に
直
し
て
い
る
。
訂
正
箇
所
を
間
違
え
た
の

で
あ
ろ
う
。

有
約
不
来
者
数
人
、
関
之
。
日
子
和
、
為
書
院
教
授
。
日
子
淵
、

子
和
之
嗣
。
日
子
絢
、
日
子
貞
、
受
業
於
子
和
。
日
子
常
、
日
伯

遷
、
受
業
於
吾
先
子
。
日
正
民
、
予
妓
弟
。
日
士
誉
、
日
子
希
、

従
予
而
源
。
予
、
字
子
慶
、
号
竹
山
、
中
井
氏
、
実
助
教
於
書
院

（
訳
）
約
束
し
て
い
て
来
な
か
っ
た
人
が
数
人
お
り
、

そ
の
分
は

約
有
り
て
来
ざ
る
者
数
人
、
之
を
闊
く
。
子
和
と
日
う
は
、
書
院

た

教
授
為
り
。
子
淵
と
日
う
は
、
子
和
の
嗣
た
り
。
子
絢
と
日
い
、

子
貞
と
日
う
は
、
業
を
子
和
に
受
く
。
子
常
と
日
い
、
伯
遷
と
日

う
は
、
業
を
吾
が
先
子
に
受
く
。
正
民
と
日
う
は
、
予
が
峡
弟
な

り
。
士
誉
と
日
い
、
子
希
と
日
う
は
、
予
に
従
い
て
癖
ぶ
。
予
、

字
子
慶
、
号
竹
山
、
中
井
氏
、
実
に
書
院
に
助
教
た
り
と
し
か
云
う
。

明
和
丙
戌
(
-
七
六
六
年
）
十
一
月

（
校
勘
）
『
奨
陰
集
（
文
集
）
巻
四
に
も
「
懐
徳
書
院
会
餞
詩
序
」

が
あ
る
が
、
以
下
の
よ
う
に
若
干
の
文
字
の
異
同
が
あ
る
。

＊
輯
為
小
巻
↓
積
為
小
巻
。
＊
倣
蘭
亭
之
文
↓
傲
蘭
亭
故
事
。

＊
号
西
海
↓
号
西
海
、
三
宅
氏
。
＊
素
房
、
字
子
絢
↓
久
道
、

字
士
方
。
＊
商
山
↓
松
山
（
見
せ
消
ち
）
。
（
＊
『
懐
徳
堂
遺

書
』
本
字
子
貞
↓
字
子
員
：
・
誤
植
。
）
＊
日
子
絢
↓
日
士

方
。
＊
受
業
於
吾
先
子
↓
及
吾
先
子
之
門
。

云。明
和
丙
戌
十
一
月

積
善
識

（
印
）
「
積
善
之
印
」
（
印
）
「
号
竹
山
」
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「
孤
雁
歌
送
処
叔
弟
之
京
」
（
『
莫
陰
集
（
詩
集
）
』
巻
二
）

ゅ

（
孤
雁
の
歌
処
叔
弟
の
京
に
之
く
を
送
る
）

鴻
雁
天
性
善
成
行

万
里
聯
翻
水
雲
郷

一
朝
底
事
離
伴
侶

単
影
相
失
天
一
方

郊
原
絡
繹
多
贈
檄

村
落
薙
条
少
稲
梁

栖
集
仮
啄
難
容
与

驚
起
哀
嗚
分
背
翔

白
雲
惨
溜
華
山
月

〈
付
録
〉

欠
く
。
子
和
は
、
書
院
教
授
（
学
主
）
で
あ
る
。
子
淵
は
、
子

和
の
跡
継
ぎ
で
あ
る
。
子
絢
•
子
貞
は
、
子
和
の
弟
子
で
あ
る
。

子
常
・
伯
遷
は
、
私
の
父
の
弟
子
で
あ
る
。
正
民
は
、
私
の
母

方
の
従
兄
弟
で
あ
る
。
士
誉
•
子
希
は
、
私
の
弟
子
で
あ
る
。

私
は
、
字
は
子
慶
、
号
は
竹
山
、
中
井
氏
で
あ
る
。
書
院
の
助

教
（
預
か
り
人
）
を
し
て
い
る
。

鴻

雁

天

性

善

く

行

を

成

す

万

里

聯

翻

水

雲

の

郷

一
朝
底
事
か
伴
侶
を
離
れ

単
影
天
の
一
方
に
相
い
失
う

郊

原

絡

繹

と

し

て

贈

檄

多

く

村
落
癖
条
と
し
て
稲
梁
少
な
し

と
こ
ろ

栖

集

し

啄

む

仮

容

与

し

難

し

驚
起
し
哀
鳴
し
分
背
し
て
翔
ぶ

白

雲

惨

溜

た

り

華

山

の

月

（
注
）
＊
水
雲
郷
：
・
『
莫
陰
集
（
詩
集
）
』
巻
三
に
見
え
る
。

＊
紅
蓼
…
『
莫
陰
集
（
詩
集
）
』
巻
一
「
訪
友
人
別
壁
」
、
巻
四

「
賦
孤
雁
得
孤
字
」
に
見
え
る
。
共
に
「
紅
蓼
洲
」
。
＊
相
失
天

一
方
：
・
杜
甫
「
孤
雁
」
に
「
相
失
万
重
雲
」
と
い
う
句
が
あ
る
。

＊
容
与
：
・
ゆ
っ
た
り
す
る
こ
と
。
『
楚
辞
』
に
多
く
見
え
る
語
。

（
訳
）
雁
は
生
来
よ
く
飛
び
、
水
国
の
郷
で
万
里
に
羽
ば
た
く
。

あ
る
朝
、
ど
う
し
て
仲
間
を
離
れ
、
独
り
天
の
片
隅
に
見
え
な

く
な
る
の
か
。
郊
外
の
草
原
は
果
て
し
な
く
罠
も
多
く
、
村
は

閑
散
と
し
て
餌
は
少
な
い
（
い
ず
こ
も
住
み
に
く
い
）
。
生
活
す

る
に
も
ゆ
っ
た
り
で
き
ず
、
驚
き
起
き
て
悲
鳴
を
あ
げ
、
別
れ

て
飛
び
立
つ
。
白
雲
は
華
山
の
月
の
下
に
色
褪
せ
、
紅
蓼
は
洛

水
の
霜
の
下
に
枯
れ
凋
む
。
呼
び
合
っ
て
も
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ず
、
華
山
（
大
阪
を
喩
え
る
）
と
洛
水
（
京
都
を
喩
え
る
）

の
両
地
で
茫
然
と
す
る
。

（
校
勘
）
『
懐
徳
堂
遺
書
』
本
は
「
白
雲
」
を
「
白
霊
」
に
誤
る
。

紅
蓼
推
残
洛
水
霜

相
喚
相
求
不
相
識

華
山
洛
水
両
茫
々

紅

蓼

推

残

す

洛

水

の

霜

相
い
喚
び
相
い
求
め
相
い
識
ら
ず

華
山
洛
水
両
つ
な
が
ら
茫
々
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嵯
弟
与
汝
竹
馬
遊

蛍
雪
冠
昏
長
緊
頭

無
那
不
才
且
不
幸

旧
業
崩
墜
百
事
休

下
有
妻
子
上
慈
親

不
免
衣
食
駆
馳
煩

嵯

弟

汝

と

竹

馬

の

遊
あ
っ

蛍

雪

冠

昏

長

く

頭

を

衆

む

那
ん
と
も
す
る
無
し
不
才
且
つ

ゃ

旧

業

崩

墜

し

百

事

休

む

下
に
妻
子
有
り
上
に
慈
親
あ
り

免
れ
ず
衣
食
駆
馳
の
煩
い

（
訳
）
あ
あ
、
弟
よ
、
お
前
と
は
竹
馬
の
遊
び
を
し
、
勉
強
も
冠
婚

も
共
に
し
た
。
私
の
不
オ
と
不
幸
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、

先
人
の
事
業
を
失
墜
さ
せ
、
万
事
は
休
す
。
下
に
は
妻
子
、
上
に

は
親
を
抱
え
、
衣
食
の
た
め
に
奔
走
す
る
煩
い
を
免
れ
な
い
。

弟
今
一
剣
一
書
笈

瓢
然
去
源
公
卿
門

汝
亦
類
我
多
窮
骨

只
有
豪
懐
倶
研
碑

正
路
広
居
随
処
在

遮
莫
前
程
猶
泊
没

今
夕
抱
尊
叙
離
別

不
須
嘆
貧
収
涙
血

但
悼
中
道
割
門
戸

為
唱
孤
雁
歌
一
関

弟

今

一

剣

書

笈

瓢
然
と
し
て
去
り
源
ぶ
公
卿
の
門

汝
亦
た
我
に
類
し
窮
骨
多
し

只
だ
豪
懐
有
り
倶
に
研
碑

正

路

広

居

随

処

に

在

り

遮

莫

あ

れ

前

程

猶

お

泊

没

今

夕

抱

尊

離

別

を

叙

す

貧
を
嘆
く
を
須
い
ず
涙
血
を
収
め
よ

わ
か

但
だ
悼
む
中
道
に
て
門
戸
を
割
つ
を

為
に
唱
う
孤
雁
の
歌
一
関

不
幸

（
注
）
＊
一
剣
一
書
笈
：
・
―
つ
の
剣
と
―
つ
の
書
箱
。
文
士
の
持

ち
物
を
言
う
。
＊
研
碑
：
・
碑
研
で
穏
や
か
で
な
い
様
。
ま
た
、

豪
放
な
様
。
両
字
と
も
月
韻
な
の
で
、
韻
の
た
め
に
入
れ
替
え

た
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
＊
正
路
広
居
：
・
『
孟
子
』
「
離

婁
上
」
篇
に
「
仁
、
人
之
安
宅
也
。
義
、
人
之
正
路
也
」
と
あ

る
。
ま
た
、
『
孟
子
』
「
膝
文
公
下
」
篇
に
「
居
天
下
之
広
居
、

立
天
下
之
正
位
、
行
天
下
之
大
道
」
の
朱
子
の
集
注
に
「
広
居
、

仁
也
」
と
あ
る
。
＊
泊
没
：
・
水
中
に
沈
む
。
転
じ
て
、
僻
地
に

埋
も
れ
て
世
に
出
な
い
こ
と
。

（
訳
）
弟
は
今
―
つ
の
剣
と
―
つ
の
本
箱
を
持
ち
、
瓢
然
と
去
り

公
卿
の
門
に
遊
学
す
る
。
お
前
も
私
と
同
じ
く
貧
乏
で
、
た
だ

ご
つ
ご
つ
し
た
豪
傑
の
気
象
が
あ
る
だ
け
だ
。
仁
義
は
至
る
所

存
在
す
る
。
前
途
が
期
待
で
き
な
く
て
も
気
に
す
る
な
。
今
夜
、

酒
を
酌
み
交
わ
し
別
れ
の
宴
を
開
く
。
貧
乏
を
嘆
く
な
。
涙
を

収
め
よ
。
た
だ
心
残
り
は
、
中
途
で
門
を
分
か
つ
こ
と
だ
＊
。

お
前
の
た
め
に
孤
雁
の
歌
一
曲
を
唱
う
。

＊
竹
山
は
こ
の
京
都
行
を
履
軒
独
立
と
と
ら
え
て
い
る
よ
う
だ
。
全
体

を
通
じ
て
、
自
分
の
不
甲
斐
な
さ
、
弟
の
出
世
を
表
現
し
て
い
る
。
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